
☑

☐

☐

☐

☑

☐

☐

☑

☑

☑

☐

☐

☐

☑

☐

☐

☑

☑

97％

未実施、8㎞ 実施、9㎞

項目 ISO,エコアクションの更新

98％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 産業廃棄物の再資源化率

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

品質マネジメントシステム、エコアクショ
ン21の維持、推進
2022年　実施
2025年　継続して実施する

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

インターンシップ：該当者なし
ロードクリーンボランティア：年間距離8
㎞

産業廃棄物の中間処理及び最終処分への搬入を法令に
則って行い、環境への配慮を各現場単位で行い報告を元に
会社として管理しており、目標達成。

項目
インターンシップ受け入れ、ロードク
リーンボランティア距離数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

建設業として認定されている、品質マネジメント
システム（ISO9001）、エコアクション21の維持、
推進

現状（2025年） 更新時（3年後）

2025年　継続実施

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

継続更新

前期の指標に対する実績

継続更新
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

インターンシップ、ボランティアへの参
加、他の社会貢献活動への参加を検討
2022年　実施
2025年　継続して実施する。
数値目標：これまでの受け入れ校１校を
2校へ拡大。ロードクリーンの年間距離
を６㌔から８㌔へ拡大

前期の指標に対する実績

地域のインターンシップ等の受け入れや、熊本県のロードク
リーンボランティアへの参加

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

インターンシップは受入体制は行ったが該当者がいなかっ
たので未達成。ロードクリーンボランティアは雨天時以外は
実施し目標の距離は達成。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a ISO、エコアクション共に会社を挙げて取り組み、ISOは
2025年に更新、エコアクションは2024年に更新を行い、
目標達成。

2025年　継続実施

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

自然災害リスクが高まる近年において、安全・安心な地域のインフラ整備への使命を担う建設業者として、地域の
建設業協会へ所属し行政や地域社会と連携して防災対策に取り組んでおり、安全・安心で困難を柔軟に受け止め
た上で、それを糧にしてさらに成長できる地域社会の実現に貢献していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

工事現場にて発生する産業廃棄物の再資源化
産業廃棄物の再資源化
2022年　実施
2025年　継続して実施する

建設業として認定されている、品質マネジメントシステム
（ISO9001）、エコアクション21の維持、推進

経済

環境

事業者名 青木建設株式会社

安全最優先とハイレベルの技術で顧客の信頼に応えるために、安全・環境・品質・情報等に関するマネジメントシス
テムを統括的に構築・維持し、法令順守（コンプライアンス）・技術者倫理遵守のもとに積極的に活動し、建設業とし
て地域の人々が豊かさと安全安心を実感できる持続可能な地域社会の構築に貢献できるように尽力していきま
す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

工事現場にて発生する産業廃棄物の再資源化

地域のインターンシップ等の受け入れや、熊本県
のロードクリーンボランティアへの参加


